[bookmark: _hhgzh7jeqdsw]成果確認書

本成果確認書（以下「本確認書」という。）は、以下の当事者間において、業務委託契約に基づく成果物の納品及び確認に関し、次のとおり確認する。

[bookmark: _bzycolyfw3co]第1条（当事者）

発注者（甲）
会社名：
住所：
代表者：
受注者（乙）
会社名：
住所：
代表者：

[bookmark: _c51vkx7si0n6]第2条（対象契約）
本確認書は、甲乙間で締結した次の契約（以下「原契約」という。）に基づく成果物について適用する。
契約名称：
契約締結日：
案件名：

[bookmark: _mtd3suu1mgcp]第3条（成果物）
乙が納品した成果物は次のとおりとする。
	項目
	内容

	成果物名
	

	納品日
	

	納品方法
	

	成果物の概要
	

	数量・件数
	


必要に応じ、別紙成果物一覧を添付することができる。

[bookmark: _3nhypivtjbs9]第4条（確認結果）
甲は、成果物について確認を実施した結果、次のとおり確認した。
□ 契約内容どおり納品されていることを確認した。
□ 軽微な修正事項はあるが、成果物として受領する。
□ 別紙記載の修正事項について、乙が対応後に正式受領する。

[bookmark: _y2jtx6v1ygwc]第5条（成果の承認）
甲が成果物を承認した場合、本確認書への署名又は記名押印をもって成果物を受領したものとする。

[bookmark: _jn6nofgrumc]第6条（修正対応）
成果物に契約内容との相違又は不備がある場合、甲は乙へ内容を通知し、乙は双方協議のうえ合理的な期間内に修正対応を行うものとする。

[bookmark: _yzee5p7vfiqd]第7条（報酬との関係）
成果物の承認は、原契約に定める報酬支払条件を満たす確認資料として利用することができる。
ただし、本確認書の締結のみをもって報酬支払義務が直ちに発生するものではなく、原契約に別段の定めがある場合はその定めを優先する。

[bookmark: _wk53b0r6u6dw]第8条（権利義務）
成果物に係る著作権その他の権利の帰属は、原契約の定めに従う。

[bookmark: _91cg87le6uxl]第9条（秘密保持）
本確認書に関連して知り得た相手方の秘密情報については、原契約又は別途締結した秘密保持契約に従い取り扱うものとする。

[bookmark: _vbtuhn7cp3fy]第10条（協議事項）
本確認書に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し解決する。

以上、本確認書締結の証として、本書2通を作成し、甲乙各1通を保有する。

作成日：　　　年　　　月　　　日
[bookmark: _qi0kojf338q2]
[bookmark: _2kpbmqrgdvr5]甲（発注者）
会社名：

住所：

代表者名：　　　　　　　　　　　　印

[bookmark: _6prkd0idppe8]乙（受注者）
会社名：

住所：

代表者名：　　　　　　　　　　　　印
